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標準治療Ａ：２ＨＲＺＳ（or E）/４ＨＲ (6 か月間) 

標準治療Ｂ：2-6ＨＲＳ(or E)/7-3ＨＲ（9か月間） 

結核治療が必要と判断 

結核治療歴 専門家に相談 

感染源の薬剤耐性確認 感染源 

あり 

なし 

判明 

不明 

重症肝障害 

なし 
あり 

80 歳未満 80 歳以上 

薬剤耐性あり 

薬剤耐性なし・不明 

標準治療Ｂ 標準治療Ａ 

延長 

延長 

か月 

か月 

延長 

延長 

薬剤感受性と判明していれば 2 か月で

中止する。それ以外では感受性試験判明

または臨床症状改善まで投与する。 

薬剤感受性と判明していれば

2～6か月で中止する。 

3か月延長できる場合 

・重症例 

・２か月でも培養陽性 

・糖尿病／じん肺等合併 

・ステロイド／免疫抑制剤服用 

・再治療例 

別紙 

＜参考資料＞財団法人結核予防会：結核の統計 2009 2009 ｐ11図１ 

平成 28年 1月 29日改正『結核医療の基準』（平成 21年 1月 23日厚生労働省告示第 16号）より 

＜参考資料＞財団法人結核予防会：結核医療の基準（平成 21年改正）とその解説 2009 ｐ23図２ 


